
ゆうすい議会だより
6月定例会

平成26年8月19日発行   第39号

主な内容
26年度補正予算 ‥‥P2
議決一覧 ‥‥‥‥‥ P4
一般質問 ‥‥‥‥‥ P6

＜ 学校給食についての研修 ＞

学校給食の栄養バランスや調理方
法等の説明を受け実際に試食を行
いました。
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轟団地が地盤沈下により

傾きが生じているための

改修工事費が主なもの。

老竹地区の家畜伝染病防

疫対策施設の消毒液排水

対策を行う工事費です。

観光ＳＬ会館に訪れる観
光客の雨天時及び暑さ対
策のため，張り出しテン
ト等を設置するための工
事費です。

県の地域振興推進事業補
助金の採択に伴い，幸
田地区の棚田に駐車場を
整備するための工事費で
す。

国の事業見直しにより，
農地水農村環境保全向上
活動支援事業から多面的
機能支払事業への移行に
伴う交付金です。

轟分団詰所建設予定地の

造成を行うための工事費

です。

公営住宅等
改修工事費

家畜伝染病防疫対
策施設整備工事費

500万円

200万円

3,270万円

3,270万円

850万円

3,270万円

観光ＳＬ会館
整備工事費

棚田駐車場等
整備工事費

多面的機能
支払交付金

消防団拠点施設
等整備工事費
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平成26年  第２回定例会・第２回臨時会

　第２回定例会は６月１２日に招集され，６月２７日までの１６日間の会期で開催され
ました。
　今定例会では，報告２件，交通事故及び物損事故に係る和解とその賠償額の決定につ
いて，湧水町過疎地域自立促進計画の変更などの議案が提案され，それぞれ可決してお
ります。また６月３０日で任期満了となる副町長の選任についての案件が上程され同意
しました。更に陳情１件を採択し，それに伴う意見書１件を可決しました。
一般質問では，議員３名が５項目について質問しました。
また，第２回臨時会が７月７日に開催され，シルバーケアセンターの加圧ポンプ修繕に
伴う補正予算１件を可決し，農業委員会委員の議会推薦を４名推薦しました。

幸田地区コミュニティセ
ンターの利便性の向上を
目的に，駐車場を整備す
るための工事費です。

吉松中央公民館の駐車場
のスペースを確保し利便
性の向上を図るため，公
民館南側にある記念樹等
を移植するための工事費
です。

北方コミュニティセン
ターにある火の見やぐら
を解体撤去する工事費で
す。

総額 67億2,784万4千円に

一般会計補正予算　7,403万6千円可決

地区公民館施
設整備工事費

430万円182万円187万9千円

公民館施設整備
工事費

支障建築物解体
工事費
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

報告第１号 繰越明許費繰越計算書に
ついて

平成２５年度湧水町一般会計補正予算第７
号で議決された繰越明許費を平成２６年度
に繰り越したので，地方自治法施行令第１
４６条第２項の規定により，報告するもの。
（繰越した事業・・８事業　２億６９６７万３千円）

――

報告第２号 繰越計算書について　　　　

平成２５年度湧水町水道事業会計予算を平成
２６年度に繰り越したので，地方公営企業法
第２６条第３項の規定により，報告するもの。
（繰越した事業・・１事業　４３万５００円）

――

議案第２５号 財産の取得について
平成２６年度小型動力ポンプ積載車購入事業によ
り，小型動力ポンプ積載車２台を取得したいため，議
会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第２６号 財産の取得について

消防救急デジタル無線受令機購入事業により，消防
救急デジタル無線車載型受令機２０台及び消防救急
デジタル無線携帯型受令機２０台を取得したいた
め，議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第２７号 交通事故に係る和解及び損
害賠償の額の決定について

公用車による交通事故に関し，和解を成立させ，損害
を賠償するため，議会の議決を求めるもの。 原案可決

議案第２８号 物損事故に係る和解及び損
害賠償の額の決定について

公用車による物損事故に関し，和解を成立させ，損害を
賠償するため，議会の議決を求めるもの。 原案可決

議案第２９号 湧水町過疎地域自立促進
計画の変更について

平成２２年度に策定した湧水町過疎地域自立促進計
画について，事業内容を追加し，計画変更をしたいの
で，議会の議決を求めるもの。

原案可決

議案第３０号 平成２６年度湧水町一般
会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７３１６万
４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ６７億２６９７万２千円とするもの。

原案可決

議案第３１号 平成２６年度湧水町水道事
業会計補正予算（第１号）

設備修繕費及び漏水調査委託料の追加並びに職員の
人件費の調整が主なもの。 原案可決

陳情第２号

少人数学級の推進などの
定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元
をはかるための，2015
年度政府予算に係る意見
書採択の要請について

P５参照 採　択

発議第２号

少人数学級の推進などの
定数改善と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元
をはかるための，2015
年度政府予算に係る意見
書について

P５参照 原案可決

同意第５号 副町長の選任について
副町長の任期満了に伴い，地方自治法の規定により，
議会の同意を求め，引き続き，宮園昭一氏を選任しよ
うとするもの。

同　意

議案第３２号 平成２６年度湧水町一般
会計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３万５千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ６７億２７５０万７千円とするもの。

原案可決

議案第３３号 平成２６年度湧水町一般
会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３万７千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ６７億２７８４万４千円とするもの。

原案可決
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平成２６年第２回議会臨時会が開催され，４名の方を推薦しました。

米満　幸美氏 松元　和行氏 栫　重明氏 永野　マリ子氏

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度
２分の１復元をはかるための，2015年度政府予算に係る
意見書採択の要請について

陳情者：湧水町川西　平谷　和文　氏

　社会状況等の変化により学校は，日本語指導などを必要とする子どもたち
や障害のある子どもたちへの対応等の課題，また，いじめ，不登校など生徒
指導の課題等に対し，一人ひとりの子どもに対するきめ細かな対応を行うた
めには，少人数学級の推進などの計画的な定数改善が必要である。
さらに，三位一体改革により，義務教育費国庫負担制度の国負担割合は，２
分の１から３分の１に引き下げられ，その結果，自治体の財政が圧迫され，
非正規教職員も増えている。
こうしたことから，政府の予算編成において，下記，２項目にわたる事項の
実現に関する意見書を，国の関係機関に提出して頂きたいとするもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は，OECD諸国並みのゆた
かな教育環境を整備するため，３０人以下学級とすること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，義務教育費国庫負担制
度の負担割合を２分の１に復元すること。

　子どもの学ぶ意欲・主体的なとりくみを引き出す教育の役割は
重要であり，そのための条件整備は不可欠であるとする陳情の趣
旨は理解できる。
※採択により，関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

採択

どうなった!

私
の
陳
情
書

湧水町農業委員会委員の議会推薦
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町 政 を 問 う !
一 般 質 問

　

合
併
当
時
の
人
口
１
２
︐

２
７
９
人
で
あ
っ
た
の
が

９
年
が
経
過
し
た
平
成
26
年
５
月
１
日

現
在
１
０
︐
３
７
６
人
で
１
万
人
を
割

り
込
む
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
。

　

深
刻
な
少
子
化
・
高
齢
化
・
人
口
減

が
こ
の
ま
ま
進
む
と
、
年
金
や
医
療
、

介
護
な
ど
の
支
え
手
は
確
実
に
不
足
す

る
。
そ
こ
で
、
人
口
増
と
定
住
促
進
を

最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
打
ち
出
し
「
本
町
で
産
み
育
て

る
環
境
を
整
え
る
」
施
策
の
考
え
は
な

い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
少

子
・
高
齢
化
に
伴
う
人
口

減
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
増
と
定
住
促

進
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
若
者
の
働
く
場
の
確
保
と
併

せ
て
協
議
検
討
を
し
、
又
、
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
も
、
更
に
充
実
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
に
取
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

サ
バ
イ
バ
ル
競
争
意
識

を
も
っ
て
所
管
を
超
え
て

の
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

現
在
、
庁
舎
内
に
お
い

て
、
状
況
に
応
じ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
定
住
に
繋
が

る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

「
安
心
し
て
産
み
育
て
る
町
」
、
「
い

つ
ま
で
も
住
み
た
い
町
」
と
し
て
、
課

を
超
え
た
「
福
祉
三
課
」
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
人
口

増
と
定
住
促
進
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
景
観
法

に
取
り
組
み
、
景
観
行
政

団
体
に
な
っ
て
い
る
市
町
村
は
、
29
団
体

（
17
市
10
町
２
村
）
で
あ
り
ま
す
。

「
県
内
で
一
番
暮
ら
し
や
す
い
湧
水
町

に
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
景
観
法
へ
の

取
り
組
み
は
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、

本
町
の
取
り
組
み
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
知
事
へ
の
協

議
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
景
観
行
政
団
体

と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

景
観
行
政
団
体
と
な
れ

ば
、
都
市
計
画
区
域
内
外

を
問
わ
ず
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
が

活
用
し
て
吉
松
駅
前
の
活
性
化
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。　

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に

景
観
法
に
決
め
ら
れ
た
そ

の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

定住促進対策（人口減少に歯止めを）について
「安心して産み育てる町」、「いつまでも
住みたい町」として、取り組んで参ります。

吉永　義和　議員

吉
永

吉
永

吉
永

吉
永

町
長

町
長

町
長

町
長

景
観
法
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

平成

17年

（合併

時）

平成

17年

度末

平成

18年

度末

平成

19年

度末

平成

20年

度末

平成

21年

度末

平成

22年

度末

平成

23年

度末

平成

24年

度末

平成

25年

度末

平成

26年6

月現

在

列1 12,279 12,065 11,847 11,648 11,487 11,296 11,033 10,881 10,648 10,404 10,349

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

湧水町の人口動向湧水町の人口動向
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一 般 質 問

　

学
校
給
食
を
通
じ
て

食
の
伝
承
や
正
し
い
食

習
慣
を
培
う
場
と
し
て
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
本
町
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

　

湧
水
町
食
育
推
進
計

画
を
作
成
し
目
標
達
成

の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
正

し
い
食
事
の
あ
り
方
や

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
好
ま
し

い
人
間
関
係
を
育
て
る
こ
と
な
ど
、
多

様
で
豊
か
な
教
育
的
ね
ら
い
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

食
の
安
心
安
全
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
生

産
者
の
顔
が
見
え
る
地
場
産
品
を
給
食

で
使
用
さ
れ
な
い
か
と
生
産
者
、
保
護

者
の
声
が
あ
る
。
有
機
栽
培
、
無
農
薬

の
食
材
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。　

直
接
的
に
こ
の
材
料

の
選
定
は
教
育
委
員
会

の
方
で
や
っ
て
い
る
。
安
定
的
に
供
給

で
き
る
材
料
で
あ
れ
ば
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

課
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
安
定
供
給
、
安
心
安
全
な
食
材
を

踏
ま
え
、
購
入
に
つ
い
て
仕
組
み
を
検

討
し
た
い
。　

学
校
給
食
の
残
食
量
、

平
成
25
年
度
分
は
何
と

５
︐
６
５
２
ｋ
ｇ
、
金
額
に
置
き
換
え

る
と
年
間
約
２
４
０
万
円
、
６
年
間
で

約
１
︐
４
４
０
万
円
と
多
額
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
教
育
長
は
、
栄
養

教
諭
等
に
ど
の
よ
う
に
指
導
し
、
教
育

委
員
会
は
ど
う
さ
れ
て
い
た
か
伺
い
ま

す
。

　

学
校
給
食
運
営
委
員
会

を
年
３
回
開
催
し
た
。
残

食
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
把
握
し
て

い
た
。
残
食
に
つ
い
て
は
非
常
に
深
刻

に
受
け
止
め
て
い
る
。
そ
の
都
度
、
注

意
等
を
し
て
改
善
に
努
め
る
よ
う
促
し

て
き
た
が
、
今
後
の
学
校
給
食
の
あ
り

方
を
注
目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
。
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
和
食

が
全
国
で
も
和
食
中
心
や
和
食
の
比
率

を
上
げ
る
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る
和
食
提
供
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
食

文
化
を
伝
え
る
為
に
も
、

今
後
和
食
の
良
さ
を
生
か
し
た
献
立
づ

く
り
に
つ
い
て
、
栄
養
教
諭
と
の
意
見

交
換
を
し
て
い
き
ま
す
。

森山　マスミ　議員

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

森
山

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

町 政 を 問 う !
学校給食，食育について
郷土料理等の食文化を次世代へ
継承していく

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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毎
年
、
む
ら
づ
く
り

方
策
を
町
に
提
出
し
て

い
ま
す
が
、
検
討
結
果
に
つ
い
て
の
報

告
時
期
も
遅
く
、
曖
昧
な
解
答
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
検
討
を
迅
速
に
行

い
、
現
在
よ
り
も
早
い
時
期
の
結
果
報

告
及
び
結
果
内
容
に
つ
い
て
も
う
少
し

具
体
的
な
回
答
が
で
き
な
い
も
の
か
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

　

こ
の
「
む
ら
づ
く
り
実

践
方
策
」
の
作
成
に
つ
い

て
は
、
５
月
に
区
長
及
び
自
治
会
長
に

対
し
、
依
頼
を
お
願
い
し
、
町
に
７
月

中
旬
ま
で
に
提
出
し
て
頂
き
、
10
月
に

は
地
区
、
自
治
会
に
回
答
を
し
、
年
度

内
で
対
応
出
来
る
も
の
、
調
査
や
検
討

が
必
要
で
あ
る
た
め
具
体
的
に
回
答
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

　

早
急
に
、
着
手
を
し

て
欲
し
い
と
言
う
わ
け

で
は
な
く
、
こ
れ
は
何
と
か
対
応
が
で

き
ま
す
が
、
こ
の
件
は
時
間
を
要
し
ま

す
か
ら
と
回
答
さ
れ
れ
ば
安
心
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
様
な
対
応
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。

　

直
接
関
係
の
あ
る

方
々
に
届
い
て
な
い
部

分
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
直
接

町
の
考
え
方
を
伝
え
る
努
力
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
利
用
促
進

対
策
の
一
環
と
し
て
、

空
き
家
に
あ
る
私
財
等
を
保
管
す
る
場

所
と
し
て
、
町
で
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

（
貸
倉
庫
）
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

倉
庫
業
法
に
よ
り
、
国

交
大
臣
の
登
録
が
必
要
と

な
り
、
個
人
の
財
産
を
預
か
る
こ
と
か

ら
警
備
体
制
や
預
か
る
品
物
に
よ
り
保

管
状
況
に
違
い
が
あ
り
、
適
切
な
管
理

が
求
め
ら
れ
、
町
で
管
理
す
る
事
は
困

難
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
管
理
等
含
め
た
支
援
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
の

建
設
を
と
い
う
の
は
、

空
き
家
に
あ
る
私
財
等
の
為
、
住
宅
と

し
て
の
活
用
・
住
む
こ
と
も
で
き
ず

困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
為
、
私
財
等

を
移
す
場
所
と
し
て
の
倉
庫
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
行
政
と
の
調
整
、

消
防
法
に
基
づ
く
管
理
体
制
と
関
係
機

関
と
の
調
整
を
し
な
が
ら
や
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

むらづくり方策について

直接，町の考え方を伝えます

綾織　まち子　議員

綾
織

綾
織

綾
織

綾
織

町
長

町
長

町
長

町
長

一 般 質 問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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こんなことが決まりました
議　　　　　　　　案 提　　案　　理　　由　　等 結　果

承 認 第 １ 号 専決処分の承認を求めるこ
とについて

湧水町税条例の一部を改正する条例の制定につい
て，地方自治法の規定により専決処分したので，こ
れを報告し，承認を求めるもの。

承　認

承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めるこ
とについて

湧水町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について，地方自治法の規定により専決処
分したので，これを報告し，承認を求めるもの。

承　認

同 意 第 １ 号 教育委員会委員の任命につ
いて

教育委員会の委員の任期満了に伴い，引き続き，湧
水町幸田　長岡耕治氏を地方教育行政の組織及び
運営に関する法律の規定により，議会の同意を求
め，任命しようとするもの。

同　意

同 意 第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴
い，引き続き，湧水町幸田　柿川邦宏氏を地方税法
の規定により，議会の同意を求め，選任しようとす
るもの。

同　意

同 意 第 ３ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴い，
引き続き，湧水町幸田　松本貢氏を地方税法の規定
により，議会の同意を求め，選任しようとするもの。

同　意

同 意 第 ４ 号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価審査委員会の委員の任期満了に伴
い，新たに，湧水町川添　福島勝男氏を地方税法の
規定により，議会の同意を求め，選任しようとする
もの。

同　意

議案第２４号 平成２６年度湧水町一般会
計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２, ９０
４万４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入
歳出それぞれ６６億５, ３８０万８千円とするも
の。

原案
可決

平成26年  第1回臨時会
　第１回臨時会は５月９日に招集され，１日間の会期で開催されました。
　今臨時会では，専決処分２件の承認を行い，教育委員会委員（１名）及び固定資産評価審査
委員会委員（３名）の任期満了に伴う同意案件が，それぞれ提案され，全て同意しました。また，
一般会計補正予算１件を可決しました。その主な内容は，「日本初アーモンドの商品化による地
域経済の活性化」事業が，国の地域経済循環創造事業交付金の採択を受けたことに伴う補助金
の計上，及び元職員の不祥事により発覚した公金横領に対する今後の事務手続きを弁護士に委
託する委託料等の予算が主なものです。



議会だより　ゆうすい　No.39 10

議
会
だ
よ
り
 ゆ
う
す
い
  No.39

平
成
26年

8月
19日

発
行

発
行
責
任
者
　
湧
水
町
議
会
 議
長
　
仮
屋
  良
二

編
　
　
集
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
899－

6192
鹿

児
島

県
姶

良
郡

湧
水

町
中

津
川

603（
吉

松
庁

舎
内

）
TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

傍聴にお越しください。

次 の 定 例 会 は 9 月 上 旬 予 定

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

吉
永　

義
和

副
委
員
長　

宮
里　

廣
昭

委　
　

員　

橋
元　

義
嗣

　

  

同　
　

 

松
元　

昭
治

　

  

同　
　

 

綾
織　

ま
ち
子

　

  

同　
　

 

西
牟
田　

徹
也

月 期日 曜日 議会の動き

4
　
　
　
　
　
　
月

10日 木・議会運営委員会

11日 金・広報編集委員会                                 

14日 月・議員全員協議会

16日 水・広報編集委員会

17日 木・阿波井堰操作室新設工事着工安全祈願祭

21日 月・住民と語ろう会 執行部との協議　

23日 水・広報編集委員会

28日 月・水害等対策調査特別委員会（阿波井堰現地調査）

30日 水・広報編集委員会

5
　        

月 

7日 水・議会運営委員会　

9日 金
・議員全員協議会
・第１回議会臨時会
・議会改革調査特別委員会事前研修　　　　　　　　　　　　　

15日 木・県議長会主催議員研修会

18日 日・吉松小学校運動会

25日 日・町消防操法大会

27日 火・全国町村議長研修会　※２８日まで

30日 金・議会改革調査特別委員会研修

6
　
　
　 

　
　
月

2日 月・議会運営委員会

9日 月・第１回伊佐湧水消防組合議会臨時会

10日 火・議会運営委員会

12日 木
・議員全員協議会
・第２回議会定例会（本会議）

13日 金
・議員全員協議会
・各常任委員会

16日 月・学校給食試食会

25日 水
・議会運営委員会
・議員全員協議会

27日 金
・議員全員協議会
・最終本会議
・広報編集委員会

議  会  の  動  き

議会活動の紹介
　議会改革調査特別委員会
　　議会基本条例を制定している錦江町及び東串良町において，調査研修を
   実施しました。

　

全
国
的
に
、
局
地
的
な
大

雨
や
台
風
等
に
よ
り
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
本
町

に
お
い
て
も
、
土
砂
災
害
等

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
日
中
は
、
ま
だ
ま

だ
暑
さ
も
強
い
の
で
、
水
分

を
十
分
補
給
し
て
、
熱
中
症

予
防
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

　

今
回
は
、
第
２
回
定
例
会
、

第
１
回
臨
時
会
及
び
第
２
回

臨
時
会
の
内
容
を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
議
会
に
対
し
ま
し

て
住
民
の
皆
様
一
人
一
人
の

ご
意
見
、
ご
質
問
等
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

綾
織
ま
ち
子


